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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。食事の方はお続
けください。「会長
の時間で、話すネタ
がどんどんなくなっ
てきて大変だ」と、
ある先輩に話した

ら、「舟木、お前は人のできない『四国巡礼の道』を
何回も歩いて回っているんだから、いろんな話題があ
るだろう」と言われました。そんなわけで、何回かに
分けてお遍路に関係のあるお話をさせていただきま
す。
お遍路ですごいことは、北海道の釧路にいては予想も
しない知識を得たり、普通では絶対会うことのできな
いことや、絶対に会うことができない人に出会うこと
です。私は仕事で結構、出張や視察が好きで、全国各
地、いろいろな世界にも足を伸ばして、いろんな所を
回っていますが、交通機関を利用した旅行がほとんど
ですので、歩いて旅行することはほとんどありません
でした。
歩いて旅行をするには、現代の常識をほとんど捨てな
ければなりません。多分、江戸時代の旅行の知識が一
番役に立つのではないかと思います。
当然のことですが、成人男子・女子・子供・老人、そ
れぞれ歩く速度が違いますので、旅の日程がおのずと
決まります。

江戸時代の青年の１日の歩行距離は 10里といわれて
います。１日に約40㎞を歩く計算になります。女性・
子供でもだいたい８里を歩いたそうです。日本橋から
出て１日 40㎞くらいを歩いて３日目には箱根くらい
まで行く計算だと思います。現代のお遍路さんは普通、
１日平均 25kmから 30kmを歩いておりますので、
江戸時代の人間と比較するとずいぶん足が弱くなって
いると思います。昔は立派な靴もありませんし、草履
で歩いていたので今より大変でした。
実際に歩いて分かったことですが、現在はアスファル
トの道を歩くことが多いので膝・足首・股関節に大変
な負担がかかります。土の道を選んで自分で歩いてみ
ると、土は足に優しく、心地よいことが理解できまし
た。ですから、なるべく旧道といわれる古い道を選ん
で歩くようにしております。もちろん、距離はその分
長くなりますけど、体にはすごく楽です。
江戸時代の朝の歩き始めの時間は朝早く、夜明け前に
だいたい出発しておりました。ご存じの童謡「お江戸
日本橋 七つ立ち」という歌をご存じだと思います。
皆さん、七つ立ちは何時ごろか分かる方はいますか。
現在の時間で４時ころですね。４時ころのまだ暗い中、
提灯を持って出かけていたと思われます。歌の中では、
高輪あたりで提灯を消すという歌詞がありますので、
そのころで夜が明けたと思われます。
お遍路でも、夜は早く寝て、朝早く出かける人がほと
んどです。朝早く出発するのには利点があります。ま
ず、朝方は非常に天候が安定していることです。雨も

朝方は降らないことが多いです。その間に濡れないで
歩いて進むことができます。そして、早く宿に到着し
て、足休みと洗濯ができるので安心です。足のケアに
は 30分ぐらいかけて毎日ケアしないと、長く歩くこ
とはできません。そして、早くお風呂に入ることがで
きるので、特に雨に打たれた後は切実なことです。
現在の日本人の歩き方は昔とは大きく違っています。
当時の歩き方は、現在と違って、手と足を一緒に出し
て歩く『ナンバ歩き』という歩行方法でした。ナンバ
歩きは手足・体を振らず滑るように歩き、現在の歩き
方より疲れない日本人に合ったものと言われておりま
す。また、当時の服装は着物でしたので、それにも由
来しているといわれております。この歩き方だと着物
の着崩れが起きにくいという利点もありました。
そろそろ終わりますが、江戸時代の旅の話といいます
と十返舎一九（じっぺんしゃいっく ) の『東海道中膝
栗毛』の弥次郎兵衛と喜多八の話が有名ですね。皆さ
んも、たまには古典の文学を楽しんではいかがでしょ
うか。
今日も清聴ありがとうございました。

議長　舟木　　博会長
　ただいまより年次総会を開催させていただきます。
不慣れですが、議長を務めさせていただきます。よろ
しくお願いいたします。また、皆さまには円滑な議事
進行への協力をお願いいたします。
それでは、釧路ロータリークラブ細則第 5条第 1節
に基づきまして、年次総会を始めさせていただきます。
はじめに定足数の確認と本日の出席状況につきまし
て、土橋副会長より報告をお願いいたします。

定足数の確認と本日の出席状況　土橋　賢一　副会長
　定足数は釧路ロータリークラブ細則第１条の５に基
づき、当クラブの会員総数の３分の１となります。
12月３日現在の釧路ロータリークラブ会員総数が 99
名、定足数が 33名となりまして、本日の出席者は
48名ですので、本総会は成立することをご報告いた
します。

議長　舟木　　博会長
　ありがとうございました。本日の年次総会が成立す
るとの報告がございましたので、安心して進めさせて
いただきます。
次に、議案の確認をさせていただきます。
本日の議案は、第１号議案として「2021-2022 年度
の釧路ロータリークラブ理事・役員の選挙について」、
第２号議案「現年度の収入と収支を含む中間報告およ

び前年度の財務報告」。第３議案として「釧路ロータ
リークラブ細則改正の件」となっております。
その他の議案をお持ちの方、ございますでしょうか？
いらっしゃいませんね。
それでは、早速、第１号議案「2021-2022 年釧路ロー
タリークラブ理事・役員の選挙について」を進めさせ
ていただきます。
釧路ロータリークラブ細則第 3条第１節に基づきま
して、11月５日に「次年度役員および理事の選挙」
を告示させていただき、立候補を募ったところでござ
いますが 11月 12日の立候補締め切りまでに申し出
がなかったことを受けまして、指名委員会を設置させ
ていただきました。
11月26日、指名委員会を開催させていただきまして、
推挙させていただく候補者を決定させていただきまし
た。
はじめに、次々年度の会長の候補者を私から発表させ
ていただきます。次々年度会長には、滝越康雄君を指
名委員会として推挙させていただきます。滝越君は、
釧路ロータリークラブの在籍 34年、昭和 63年１月
28日の入会です。現在、入会の順位は上から８番目
の大ベテランです。在籍メンバー最後の昭和年代の入
会者でございます。豊富なキャリアと経験は釧路ロー
タリークラブの財産であります。
現在でも常に新しいことに挑戦をし続けており、毎週
のようにコーチャンフォーで本を買って勉強している
姿を見るにつけ、このまま埋もれてしまうにはあまり
にも惜しい人物だと思っておりました。
皆さん、滝越さんを掘り起こすには大変でした。滝越
さんのポテンシャルをもってして新旧織り交ぜたロー
タリー活動が期待されます。皆さまの期待に応えるべ
く『いぶし銀』を磨いての次々年度の会長を期待して
おります。
それでは、皆さまの拍手を持ってご承認をいただける
と思います。皆さん、よろしくお願いいたします。

（拍手）

　それでは、全会一致で滝越君が会長ノミニーに決定
いたしましたので、早速、会長ノミニーの滝越君より
スピーチを頂戴いたしたく思います。
2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄君、よろし
くお願いいたします。
　
2022-2023 年度会長ノミニー　滝越　康雄君
　こんにちは、滝越です。今、舟木会長のご推薦を受
け会長ノミニーを受託させていただきました。伝統と
重厚感のある会の代表として、責任者で、恐ろしさを
感じております。私自身、自分で能力・寸法がわかっ
ております。今日は普段の私と別な私がスピーチして

いる気がいたしま
す。
今までの経過でいろ
いろ悩みましたが、
心理的にいろいろな
いきさつもありまし
た。気負うこともな

く次々年度を乗り越える気持ちでいっぱいでございま
す。何事もメンバーのご協力なくしてありませんので、
ひとつ皆さん協力をよろしくお願いいたします。
　建前はここまでですが、舟木会長との経過を申し上
げますと、８月ぐらいから目線が怪しかったので少し
離れたのです。あまり店に行かないようにして。８月
の中過ぎに一言あったのです。慌てて帰って来て、メー
ルで全部断りました。
でも、メールごときでは断り切れなくて、仕事で歩い
ている時に、肉声で来たものですから、もう半分面倒
くさくなって「分かった」というほぼ捨て台詞です。
そういうことで受ける形になりました。
いろんな雰囲気を見ていると、10月に野遊会もあっ
たのですが、皆さんの目線が何かおかしいので、11
月初めに舟木会長にメールで「俺、クーリングオフす
る。１回キャンセルする」と言ったんですよ。そうし
たら、折り返しが来て「何言ってんだ。ぶれるな」と
𠮟責を受けまして、男らしくないなと思ったりして、
決断した次第です。
その前、９月 26日でしたか、大好きな半沢直樹のテ
レビドラマのラストシーンで道場の場面があって、い
ろいろ問題抱えている半沢直樹に、周りから「ごちゃ
ごちゃ考えずに、やれ」という場面があったのです。
もうひとつは、私が最近見た本のタイトルで『心配事
の９割が起きない』というタイトルの本を買いました。
「あまり取り越し苦労してもいけない」ということで、
やった方が早いなと、踏ん切りました。
ここで例え話はあれですが、9月くらいに舟木会長と
会っていると、なにかうちの事務所の古くなって黒ず
んだ蛍光管みたいな表情だったのです。10月になる
と新品の LED菅になってピッカピカと明るかったの
ですよ。本当に重荷がこっちに来たという感じで、こ
のスピーチにふさわしくないけど、憎たらしくなって
います。
さっき、私の女房の誕生日を言われましたが、12月
３日の今日が女房の誕生日なんです。とってもこの話
は恐ろしくて、持ち帰られません。しばらくやり取り
しているうちに分かると思うので、そういう事情で頑
張ります。
ただ、すぐにやりたいけど 1年半後なので、待ち時
間が長いので疲れるかなという気がします。
いずれにしても、会長の役に就くまで物故会員になら
ないように頑張りますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄会員、あ
りがとうございました。
続きまして、2021-2022 年度理事候補者を杉村会長
エレクトより発表したいと思います。杉村会長エレク
ト、よろしくお願いいたします。

2021-2022 年度理事候補者発表　杉村　荘平会長エ
レクト
　杉村荘平です。大変がんちくのある赤裸々なノミ
ニーのご挨拶の後で圧倒されそうですが、次年度も頑
張らせていただきますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
改めまして、次年度の理事の候補者を発表させていた
だきます。お名前呼ばれた方はその場でご起立いただ
ければと思います。
理事・副会長・浅川正紳君、理事・幹事・市橋多佳丞
君、理事・ＳＡＡ・邵龍珍君、理事・会計・吉田秀俊君、
理事・中島徳政君、理事・村上祐二君、理事・小野寺
俊君、理事・甲賀伸彦君、そして次年度直前会長とな
ります舟木博君、ただいま、会長ノミニーとして承認
されました次年度会長エレクト・滝越康雄君、そして
私・杉村を加えました 11名で次年度理事予定者とさ
せていただきます。
皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　杉村会長エレクト、ありがとうございました。ただ
いま、発表された候補者に理事者となっていただくこ
とについてもご承認いただけるでしょうか。
皆さま、拍手をもってご承認いただきます。
ありがとうございました。
それでは、改めて杉村会長エレクトより一言のご挨拶
いただきます。

杉村　荘平会長エレクト
　度々恐れ入りま
す。改めまして、理
事のご承認ありがと
うございました。
次年度は釧路クラブ
85周年の節目の年
を迎えます。このコ

ロナもその頃になりましたら、もう少し落ち着いて通
常のロータリーに近い活動ができるだろうという希望
的観測を含めて考えますと、次年度は釧路クラブの歴
史を振り返りながら、皆さんが出席して楽しいクラブ、
この釧路クラブでロータリー活動ができる喜びを皆さ

んに十分に感じ取ってもらう１年にしたいと思ってお
ります。
僕も、この釧路クラブからかなりご恩をいただいてお
ります。来年１年間、この素晴らしい理事の皆さんと
このご恩を少しでもお返しできるように頑張りたいと
思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　雄弁なスピーチありがとうございました。それでは、
第２号議案に移りたいと思います
「現年度の収入と支出を含む、中間報告、および前年
度の財務報告について」であります。
はじめに、前年度の財務報告を昨年度幹事の松井君、
よろしくお願いいたします。

前年度財務報告発表　松井　聖治幹事
　ご苦労様でござい
ます。昨年より定款
において年次総会に
て決算報告をするこ
とになっております
ので、それに則って
報告させていただき

ます。
活動報告書に決算書が載っておりますけれど、テーブ
ルにもコピーを置いてありますので、確認していただ
けたらと思います。
まずは昨年度の決算、収入の部ですけれど、こちらは
予算とほぼ変わりがございません。１点のみ、姉妹ク
ラブ交流積立金の実績が増えておりますけれど、こち
らは台北中央ロータリークラブの歓迎レセプションの
会費を入れておりますので、収入・支出とも予算額よ
りも増える形になっております。それ以外は人数の変
更のみです。
　続きまして、支出の部に関しては何度かご報告させ
ていだいておりますけれど、昨年度はコロナの影響が
ありまして、ＩＭや周年など、いくつかの事業が中止
になっております。その中止になったことにより、余
剰金が多く発生しております。その余剰金の扱いに関
して、昨年度理事会で「いったん基金として残して、
コロナと今年度の決算なども踏まえて、どういう形で
使っていけばいいのか、いったん棚上げして、しっか
りと有意義な使い方を考えた方がいい」というご意見
をいただきまして、『特別対策基金』という名前の基
金を作らせていただきまして、約 300 万円あります
昨年度のコロナによる余剰金を実際の繰越金とはせず
に別に基金の口座を作って管理をする形で実績に計上
させていだいております。
こちらの基金に関しては、先ほど杉村エレクトからも
ありましたけれど、来年 85周年もございますので、

そういったところに合わせて、しっかりと検討してい
ただいて釧路クラブらしい有意義な使い方をしていた
だけたらという思いで作っています。
続きまして、その下、嵯峨育英会に例年より少し多め
の50万円ほどを振り替えさせていただいております。
最終的に次年度への繰越金は、この差額 856,754 円
になりますが、今年度への繰越金としております。
以上が昨年度の支出の決算報告となります。いつもと
違う形で余剰金が発生していますので、項目ごとの説
明は避けさせていただきますけど、こういう形で昨年
度は決算しておりますので、ぜひよろしくお願いいた
します。以上でございます。

議長　舟木　　博会長
　昨年度の松井幹事さん、ご苦労様でした。
続きまして、現年度の中間報告を荒井幹事、お願いい
たします。

現年度の中間報告発表　荒井　　剛幹事
　現年度の収支と支
出についての中間報
告をさせていただき
ます。
今年度と申しても、
７月から始まって、
７・８・９・10月

末までの中間報告になります。１年で計算しますと３
分の１が経過しております。
事業収入は概ね皆さまのご協力をいただきまして、会
費等はしっかりいただいているところです。若干名が
会費をまだ支払いしていただいていないところはござ
いますが、概ねお支払いしていただいています。
事業収支につきましても全体としては今 30％を超え
ていて、３分の１が経過するところですので、ちょう
どいい割合かなと。
ただし、コロナ等の関係で中学親善硬式野球大会等の
事業支出がない分、やや 33％を下回る状況で、そう
いう理由に基づいております。収入・支出については
概ね順調という報告で中間報告とさせていただきま
す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　前年度・現年度の幹事の報告事項ですが、拍手を持っ
て承認していただければ助かります。
続いて、第３号議案「釧路ロータリークラブ細則改正
の件」に入りたいと思います。すでに細則改正案につ
いては皆さまに配布させていただいているところです
が、改正案を提案した趣旨について改めて説明申し上
げます。
今回、改正するのは『休会制度』を導入する点にあり

ます。健康上の理由、もしくは会社経営上の理由によ
り一時的に例会やロータリー活動を参加できないとい
う場合にも、今の制度では退会しか認められておらず、
一定期間休会する制度がございません。
折しも、新型コロナウイルス感染拡大が懸念され、国
際ロータリーのホルガー・クナーク会長も各クラブに
対して、退会防止に努力するように求めております。
これを受けて、今年度の会長基本方針の活動目標とし
ても『退会防止』を一番に挙げております。
そこで今般、会員の退会防止という観点から休会制度
を導入するための細則改正案をご提案申し上げまし
た。
休会制度についての補足説明を荒井幹事よりお願いい
たします。

休会制度についての補足説明　荒井　　剛幹事
　なかなか時間がございませんので、机上に『Q&A』
を配布させていただいております。事前にメール等で
も配信させていただいておりますが、この休会制度に
対して素朴に抱かれる疑問点を挙げております。
「休会会員になった場合には例会に参加することがで
きるのか」という質問。それにつきましては「ビジタ
－費相当額をお支払いいただいて例会に参加していた
だくことが可能」となっております。
また、ロータリアンという身分は変わりませんので、
他のクラブにロータリアンとして参加することも可能
となっております。大きなポイントとしては休会会員
になりますと、クラブの年会費が免除されるというこ
とになります。
ただし、免除されるのはあくまでクラブの年会費でし
て、その他の分区、もしくはＲＩに支払っていただく

人頭分担金等は免除の対象になりませんのでご留意く
ださい。
休会会員の期間ですが、原則として半年、さらに一度
だけ延長が考えられ、合計で最大１年となっておりま
す。
いずれも書面によって理事会に提出していただいて、
理事会の判断によって「休会する・しない」を判断さ
せていただくことになっております。以上です。

議長　舟木　　博会長
　時間があまりございませんが、質疑応答に入りたい
と思います。ご質問がございましたら、皆さんご意見
お出しください。なければ、このまま審議に入りたい
と思います。

ございませんね。
ご提案いただきました「休会制度を導入するクラブ細
則改正案について」ご承認をいただけますか。いただ
ければ拍手でお願いいたします。
ありがとうございました。満場一致で承認をいただき
ましたので、細則 13条に従い、細則が改正されたこ
とをご報告申し上げます。

これで本日の年次総会議案は全て終了ということにな
りました。
皆さまのご協力によりまして、大変スムーズに進める
ことができました。感謝申し上げます。
以上、本日の議長を退任させていただきます。大変あ
りがとうございました。

会長の時間
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　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。食事の方はお続
けください。「会長
の時間で、話すネタ
がどんどんなくなっ
てきて大変だ」と、
ある先輩に話した

ら、「舟木、お前は人のできない『四国巡礼の道』を
何回も歩いて回っているんだから、いろんな話題があ
るだろう」と言われました。そんなわけで、何回かに
分けてお遍路に関係のあるお話をさせていただきま
す。
お遍路ですごいことは、北海道の釧路にいては予想も
しない知識を得たり、普通では絶対会うことのできな
いことや、絶対に会うことができない人に出会うこと
です。私は仕事で結構、出張や視察が好きで、全国各
地、いろいろな世界にも足を伸ばして、いろんな所を
回っていますが、交通機関を利用した旅行がほとんど
ですので、歩いて旅行することはほとんどありません
でした。
歩いて旅行をするには、現代の常識をほとんど捨てな
ければなりません。多分、江戸時代の旅行の知識が一
番役に立つのではないかと思います。
当然のことですが、成人男子・女子・子供・老人、そ
れぞれ歩く速度が違いますので、旅の日程がおのずと
決まります。

江戸時代の青年の１日の歩行距離は 10里といわれて
います。１日に約40㎞を歩く計算になります。女性・
子供でもだいたい８里を歩いたそうです。日本橋から
出て１日 40㎞くらいを歩いて３日目には箱根くらい
まで行く計算だと思います。現代のお遍路さんは普通、
１日平均 25kmから 30kmを歩いておりますので、
江戸時代の人間と比較するとずいぶん足が弱くなって
いると思います。昔は立派な靴もありませんし、草履
で歩いていたので今より大変でした。
実際に歩いて分かったことですが、現在はアスファル
トの道を歩くことが多いので膝・足首・股関節に大変
な負担がかかります。土の道を選んで自分で歩いてみ
ると、土は足に優しく、心地よいことが理解できまし
た。ですから、なるべく旧道といわれる古い道を選ん
で歩くようにしております。もちろん、距離はその分
長くなりますけど、体にはすごく楽です。
江戸時代の朝の歩き始めの時間は朝早く、夜明け前に
だいたい出発しておりました。ご存じの童謡「お江戸
日本橋 七つ立ち」という歌をご存じだと思います。
皆さん、七つ立ちは何時ごろか分かる方はいますか。
現在の時間で４時ころですね。４時ころのまだ暗い中、
提灯を持って出かけていたと思われます。歌の中では、
高輪あたりで提灯を消すという歌詞がありますので、
そのころで夜が明けたと思われます。
お遍路でも、夜は早く寝て、朝早く出かける人がほと
んどです。朝早く出発するのには利点があります。ま
ず、朝方は非常に天候が安定していることです。雨も

朝方は降らないことが多いです。その間に濡れないで
歩いて進むことができます。そして、早く宿に到着し
て、足休みと洗濯ができるので安心です。足のケアに
は 30分ぐらいかけて毎日ケアしないと、長く歩くこ
とはできません。そして、早くお風呂に入ることがで
きるので、特に雨に打たれた後は切実なことです。
現在の日本人の歩き方は昔とは大きく違っています。
当時の歩き方は、現在と違って、手と足を一緒に出し
て歩く『ナンバ歩き』という歩行方法でした。ナンバ
歩きは手足・体を振らず滑るように歩き、現在の歩き
方より疲れない日本人に合ったものと言われておりま
す。また、当時の服装は着物でしたので、それにも由
来しているといわれております。この歩き方だと着物
の着崩れが起きにくいという利点もありました。
そろそろ終わりますが、江戸時代の旅の話といいます
と十返舎一九（じっぺんしゃいっく ) の『東海道中膝
栗毛』の弥次郎兵衛と喜多八の話が有名ですね。皆さ
んも、たまには古典の文学を楽しんではいかがでしょ
うか。
今日も清聴ありがとうございました。

議長　舟木　　博会長
　ただいまより年次総会を開催させていただきます。
不慣れですが、議長を務めさせていただきます。よろ
しくお願いいたします。また、皆さまには円滑な議事
進行への協力をお願いいたします。
それでは、釧路ロータリークラブ細則第 5条第 1節
に基づきまして、年次総会を始めさせていただきます。
はじめに定足数の確認と本日の出席状況につきまし
て、土橋副会長より報告をお願いいたします。

定足数の確認と本日の出席状況　土橋　賢一　副会長
　定足数は釧路ロータリークラブ細則第１条の５に基
づき、当クラブの会員総数の３分の１となります。
12月３日現在の釧路ロータリークラブ会員総数が 99
名、定足数が 33名となりまして、本日の出席者は
48名ですので、本総会は成立することをご報告いた
します。

議長　舟木　　博会長
　ありがとうございました。本日の年次総会が成立す
るとの報告がございましたので、安心して進めさせて
いただきます。
次に、議案の確認をさせていただきます。
本日の議案は、第１号議案として「2021-2022 年度
の釧路ロータリークラブ理事・役員の選挙について」、
第２号議案「現年度の収入と収支を含む中間報告およ

び前年度の財務報告」。第３議案として「釧路ロータ
リークラブ細則改正の件」となっております。
その他の議案をお持ちの方、ございますでしょうか？
いらっしゃいませんね。
それでは、早速、第１号議案「2021-2022 年釧路ロー
タリークラブ理事・役員の選挙について」を進めさせ
ていただきます。
釧路ロータリークラブ細則第 3条第１節に基づきま
して、11月５日に「次年度役員および理事の選挙」
を告示させていただき、立候補を募ったところでござ
いますが 11月 12日の立候補締め切りまでに申し出
がなかったことを受けまして、指名委員会を設置させ
ていただきました。
11月26日、指名委員会を開催させていただきまして、
推挙させていただく候補者を決定させていただきまし
た。
はじめに、次々年度の会長の候補者を私から発表させ
ていただきます。次々年度会長には、滝越康雄君を指
名委員会として推挙させていただきます。滝越君は、
釧路ロータリークラブの在籍 34年、昭和 63年１月
28日の入会です。現在、入会の順位は上から８番目
の大ベテランです。在籍メンバー最後の昭和年代の入
会者でございます。豊富なキャリアと経験は釧路ロー
タリークラブの財産であります。
現在でも常に新しいことに挑戦をし続けており、毎週
のようにコーチャンフォーで本を買って勉強している
姿を見るにつけ、このまま埋もれてしまうにはあまり
にも惜しい人物だと思っておりました。
皆さん、滝越さんを掘り起こすには大変でした。滝越
さんのポテンシャルをもってして新旧織り交ぜたロー
タリー活動が期待されます。皆さまの期待に応えるべ
く『いぶし銀』を磨いての次々年度の会長を期待して
おります。
それでは、皆さまの拍手を持ってご承認をいただける
と思います。皆さん、よろしくお願いいたします。

（拍手）

　それでは、全会一致で滝越君が会長ノミニーに決定
いたしましたので、早速、会長ノミニーの滝越君より
スピーチを頂戴いたしたく思います。
2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄君、よろし
くお願いいたします。
　
2022-2023 年度会長ノミニー　滝越　康雄君
　こんにちは、滝越です。今、舟木会長のご推薦を受
け会長ノミニーを受託させていただきました。伝統と
重厚感のある会の代表として、責任者で、恐ろしさを
感じております。私自身、自分で能力・寸法がわかっ
ております。今日は普段の私と別な私がスピーチして

いる気がいたしま
す。
今までの経過でいろ
いろ悩みましたが、
心理的にいろいろな
いきさつもありまし
た。気負うこともな

く次々年度を乗り越える気持ちでいっぱいでございま
す。何事もメンバーのご協力なくしてありませんので、
ひとつ皆さん協力をよろしくお願いいたします。
　建前はここまでですが、舟木会長との経過を申し上
げますと、８月ぐらいから目線が怪しかったので少し
離れたのです。あまり店に行かないようにして。８月
の中過ぎに一言あったのです。慌てて帰って来て、メー
ルで全部断りました。
でも、メールごときでは断り切れなくて、仕事で歩い
ている時に、肉声で来たものですから、もう半分面倒
くさくなって「分かった」というほぼ捨て台詞です。
そういうことで受ける形になりました。
いろんな雰囲気を見ていると、10月に野遊会もあっ
たのですが、皆さんの目線が何かおかしいので、11
月初めに舟木会長にメールで「俺、クーリングオフす
る。１回キャンセルする」と言ったんですよ。そうし
たら、折り返しが来て「何言ってんだ。ぶれるな」と
𠮟責を受けまして、男らしくないなと思ったりして、
決断した次第です。
その前、９月 26日でしたか、大好きな半沢直樹のテ
レビドラマのラストシーンで道場の場面があって、い
ろいろ問題抱えている半沢直樹に、周りから「ごちゃ
ごちゃ考えずに、やれ」という場面があったのです。
もうひとつは、私が最近見た本のタイトルで『心配事
の９割が起きない』というタイトルの本を買いました。
「あまり取り越し苦労してもいけない」ということで、
やった方が早いなと、踏ん切りました。
ここで例え話はあれですが、9月くらいに舟木会長と
会っていると、なにかうちの事務所の古くなって黒ず
んだ蛍光管みたいな表情だったのです。10月になる
と新品の LED菅になってピッカピカと明るかったの
ですよ。本当に重荷がこっちに来たという感じで、こ
のスピーチにふさわしくないけど、憎たらしくなって
います。
さっき、私の女房の誕生日を言われましたが、12月
３日の今日が女房の誕生日なんです。とってもこの話
は恐ろしくて、持ち帰られません。しばらくやり取り
しているうちに分かると思うので、そういう事情で頑
張ります。
ただ、すぐにやりたいけど 1年半後なので、待ち時
間が長いので疲れるかなという気がします。
いずれにしても、会長の役に就くまで物故会員になら
ないように頑張りますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄会員、あ
りがとうございました。
続きまして、2021-2022 年度理事候補者を杉村会長
エレクトより発表したいと思います。杉村会長エレク
ト、よろしくお願いいたします。

2021-2022 年度理事候補者発表　杉村　荘平会長エ
レクト
　杉村荘平です。大変がんちくのある赤裸々なノミ
ニーのご挨拶の後で圧倒されそうですが、次年度も頑
張らせていただきますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
改めまして、次年度の理事の候補者を発表させていた
だきます。お名前呼ばれた方はその場でご起立いただ
ければと思います。
理事・副会長・浅川正紳君、理事・幹事・市橋多佳丞
君、理事・ＳＡＡ・邵龍珍君、理事・会計・吉田秀俊君、
理事・中島徳政君、理事・村上祐二君、理事・小野寺
俊君、理事・甲賀伸彦君、そして次年度直前会長とな
ります舟木博君、ただいま、会長ノミニーとして承認
されました次年度会長エレクト・滝越康雄君、そして
私・杉村を加えました 11名で次年度理事予定者とさ
せていただきます。
皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　杉村会長エレクト、ありがとうございました。ただ
いま、発表された候補者に理事者となっていただくこ
とについてもご承認いただけるでしょうか。
皆さま、拍手をもってご承認いただきます。
ありがとうございました。
それでは、改めて杉村会長エレクトより一言のご挨拶
いただきます。

杉村　荘平会長エレクト
　度々恐れ入りま
す。改めまして、理
事のご承認ありがと
うございました。
次年度は釧路クラブ
85周年の節目の年
を迎えます。このコ

ロナもその頃になりましたら、もう少し落ち着いて通
常のロータリーに近い活動ができるだろうという希望
的観測を含めて考えますと、次年度は釧路クラブの歴
史を振り返りながら、皆さんが出席して楽しいクラブ、
この釧路クラブでロータリー活動ができる喜びを皆さ

んに十分に感じ取ってもらう１年にしたいと思ってお
ります。
僕も、この釧路クラブからかなりご恩をいただいてお
ります。来年１年間、この素晴らしい理事の皆さんと
このご恩を少しでもお返しできるように頑張りたいと
思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　雄弁なスピーチありがとうございました。それでは、
第２号議案に移りたいと思います
「現年度の収入と支出を含む、中間報告、および前年
度の財務報告について」であります。
はじめに、前年度の財務報告を昨年度幹事の松井君、
よろしくお願いいたします。

前年度財務報告発表　松井　聖治幹事
　ご苦労様でござい
ます。昨年より定款
において年次総会に
て決算報告をするこ
とになっております
ので、それに則って
報告させていただき

ます。
活動報告書に決算書が載っておりますけれど、テーブ
ルにもコピーを置いてありますので、確認していただ
けたらと思います。
まずは昨年度の決算、収入の部ですけれど、こちらは
予算とほぼ変わりがございません。１点のみ、姉妹ク
ラブ交流積立金の実績が増えておりますけれど、こち
らは台北中央ロータリークラブの歓迎レセプションの
会費を入れておりますので、収入・支出とも予算額よ
りも増える形になっております。それ以外は人数の変
更のみです。
　続きまして、支出の部に関しては何度かご報告させ
ていだいておりますけれど、昨年度はコロナの影響が
ありまして、ＩＭや周年など、いくつかの事業が中止
になっております。その中止になったことにより、余
剰金が多く発生しております。その余剰金の扱いに関
して、昨年度理事会で「いったん基金として残して、
コロナと今年度の決算なども踏まえて、どういう形で
使っていけばいいのか、いったん棚上げして、しっか
りと有意義な使い方を考えた方がいい」というご意見
をいただきまして、『特別対策基金』という名前の基
金を作らせていただきまして、約 300 万円あります
昨年度のコロナによる余剰金を実際の繰越金とはせず
に別に基金の口座を作って管理をする形で実績に計上
させていだいております。
こちらの基金に関しては、先ほど杉村エレクトからも
ありましたけれど、来年 85周年もございますので、

そういったところに合わせて、しっかりと検討してい
ただいて釧路クラブらしい有意義な使い方をしていた
だけたらという思いで作っています。
続きまして、その下、嵯峨育英会に例年より少し多め
の50万円ほどを振り替えさせていただいております。
最終的に次年度への繰越金は、この差額 856,754 円
になりますが、今年度への繰越金としております。
以上が昨年度の支出の決算報告となります。いつもと
違う形で余剰金が発生していますので、項目ごとの説
明は避けさせていただきますけど、こういう形で昨年
度は決算しておりますので、ぜひよろしくお願いいた
します。以上でございます。

議長　舟木　　博会長
　昨年度の松井幹事さん、ご苦労様でした。
続きまして、現年度の中間報告を荒井幹事、お願いい
たします。

現年度の中間報告発表　荒井　　剛幹事
　現年度の収支と支
出についての中間報
告をさせていただき
ます。
今年度と申しても、
７月から始まって、
７・８・９・10月

末までの中間報告になります。１年で計算しますと３
分の１が経過しております。
事業収入は概ね皆さまのご協力をいただきまして、会
費等はしっかりいただいているところです。若干名が
会費をまだ支払いしていただいていないところはござ
いますが、概ねお支払いしていただいています。
事業収支につきましても全体としては今 30％を超え
ていて、３分の１が経過するところですので、ちょう
どいい割合かなと。
ただし、コロナ等の関係で中学親善硬式野球大会等の
事業支出がない分、やや 33％を下回る状況で、そう
いう理由に基づいております。収入・支出については
概ね順調という報告で中間報告とさせていただきま
す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　前年度・現年度の幹事の報告事項ですが、拍手を持っ
て承認していただければ助かります。
続いて、第３号議案「釧路ロータリークラブ細則改正
の件」に入りたいと思います。すでに細則改正案につ
いては皆さまに配布させていただいているところです
が、改正案を提案した趣旨について改めて説明申し上
げます。
今回、改正するのは『休会制度』を導入する点にあり

ます。健康上の理由、もしくは会社経営上の理由によ
り一時的に例会やロータリー活動を参加できないとい
う場合にも、今の制度では退会しか認められておらず、
一定期間休会する制度がございません。
折しも、新型コロナウイルス感染拡大が懸念され、国
際ロータリーのホルガー・クナーク会長も各クラブに
対して、退会防止に努力するように求めております。
これを受けて、今年度の会長基本方針の活動目標とし
ても『退会防止』を一番に挙げております。
そこで今般、会員の退会防止という観点から休会制度
を導入するための細則改正案をご提案申し上げまし
た。
休会制度についての補足説明を荒井幹事よりお願いい
たします。

休会制度についての補足説明　荒井　　剛幹事
　なかなか時間がございませんので、机上に『Q&A』
を配布させていただいております。事前にメール等で
も配信させていただいておりますが、この休会制度に
対して素朴に抱かれる疑問点を挙げております。
「休会会員になった場合には例会に参加することがで
きるのか」という質問。それにつきましては「ビジタ
－費相当額をお支払いいただいて例会に参加していた
だくことが可能」となっております。
また、ロータリアンという身分は変わりませんので、
他のクラブにロータリアンとして参加することも可能
となっております。大きなポイントとしては休会会員
になりますと、クラブの年会費が免除されるというこ
とになります。
ただし、免除されるのはあくまでクラブの年会費でし
て、その他の分区、もしくはＲＩに支払っていただく

人頭分担金等は免除の対象になりませんのでご留意く
ださい。
休会会員の期間ですが、原則として半年、さらに一度
だけ延長が考えられ、合計で最大１年となっておりま
す。
いずれも書面によって理事会に提出していただいて、
理事会の判断によって「休会する・しない」を判断さ
せていただくことになっております。以上です。

議長　舟木　　博会長
　時間があまりございませんが、質疑応答に入りたい
と思います。ご質問がございましたら、皆さんご意見
お出しください。なければ、このまま審議に入りたい
と思います。

ございませんね。
ご提案いただきました「休会制度を導入するクラブ細
則改正案について」ご承認をいただけますか。いただ
ければ拍手でお願いいたします。
ありがとうございました。満場一致で承認をいただき
ましたので、細則 13条に従い、細則が改正されたこ
とをご報告申し上げます。

これで本日の年次総会議案は全て終了ということにな
りました。
皆さまのご協力によりまして、大変スムーズに進める
ことができました。感謝申し上げます。
以上、本日の議長を退任させていただきます。大変あ
りがとうございました。



 

　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。食事の方はお続
けください。「会長
の時間で、話すネタ
がどんどんなくなっ
てきて大変だ」と、
ある先輩に話した

ら、「舟木、お前は人のできない『四国巡礼の道』を
何回も歩いて回っているんだから、いろんな話題があ
るだろう」と言われました。そんなわけで、何回かに
分けてお遍路に関係のあるお話をさせていただきま
す。
お遍路ですごいことは、北海道の釧路にいては予想も
しない知識を得たり、普通では絶対会うことのできな
いことや、絶対に会うことができない人に出会うこと
です。私は仕事で結構、出張や視察が好きで、全国各
地、いろいろな世界にも足を伸ばして、いろんな所を
回っていますが、交通機関を利用した旅行がほとんど
ですので、歩いて旅行することはほとんどありません
でした。
歩いて旅行をするには、現代の常識をほとんど捨てな
ければなりません。多分、江戸時代の旅行の知識が一
番役に立つのではないかと思います。
当然のことですが、成人男子・女子・子供・老人、そ
れぞれ歩く速度が違いますので、旅の日程がおのずと
決まります。

江戸時代の青年の１日の歩行距離は 10里といわれて
います。１日に約40㎞を歩く計算になります。女性・
子供でもだいたい８里を歩いたそうです。日本橋から
出て１日 40㎞くらいを歩いて３日目には箱根くらい
まで行く計算だと思います。現代のお遍路さんは普通、
１日平均 25kmから 30kmを歩いておりますので、
江戸時代の人間と比較するとずいぶん足が弱くなって
いると思います。昔は立派な靴もありませんし、草履
で歩いていたので今より大変でした。
実際に歩いて分かったことですが、現在はアスファル
トの道を歩くことが多いので膝・足首・股関節に大変
な負担がかかります。土の道を選んで自分で歩いてみ
ると、土は足に優しく、心地よいことが理解できまし
た。ですから、なるべく旧道といわれる古い道を選ん
で歩くようにしております。もちろん、距離はその分
長くなりますけど、体にはすごく楽です。
江戸時代の朝の歩き始めの時間は朝早く、夜明け前に
だいたい出発しておりました。ご存じの童謡「お江戸
日本橋 七つ立ち」という歌をご存じだと思います。
皆さん、七つ立ちは何時ごろか分かる方はいますか。
現在の時間で４時ころですね。４時ころのまだ暗い中、
提灯を持って出かけていたと思われます。歌の中では、
高輪あたりで提灯を消すという歌詞がありますので、
そのころで夜が明けたと思われます。
お遍路でも、夜は早く寝て、朝早く出かける人がほと
んどです。朝早く出発するのには利点があります。ま
ず、朝方は非常に天候が安定していることです。雨も

朝方は降らないことが多いです。その間に濡れないで
歩いて進むことができます。そして、早く宿に到着し
て、足休みと洗濯ができるので安心です。足のケアに
は 30分ぐらいかけて毎日ケアしないと、長く歩くこ
とはできません。そして、早くお風呂に入ることがで
きるので、特に雨に打たれた後は切実なことです。
現在の日本人の歩き方は昔とは大きく違っています。
当時の歩き方は、現在と違って、手と足を一緒に出し
て歩く『ナンバ歩き』という歩行方法でした。ナンバ
歩きは手足・体を振らず滑るように歩き、現在の歩き
方より疲れない日本人に合ったものと言われておりま
す。また、当時の服装は着物でしたので、それにも由
来しているといわれております。この歩き方だと着物
の着崩れが起きにくいという利点もありました。
そろそろ終わりますが、江戸時代の旅の話といいます
と十返舎一九（じっぺんしゃいっく ) の『東海道中膝
栗毛』の弥次郎兵衛と喜多八の話が有名ですね。皆さ
んも、たまには古典の文学を楽しんではいかがでしょ
うか。
今日も清聴ありがとうございました。

議長　舟木　　博会長
　ただいまより年次総会を開催させていただきます。
不慣れですが、議長を務めさせていただきます。よろ
しくお願いいたします。また、皆さまには円滑な議事
進行への協力をお願いいたします。
それでは、釧路ロータリークラブ細則第 5条第 1節
に基づきまして、年次総会を始めさせていただきます。
はじめに定足数の確認と本日の出席状況につきまし
て、土橋副会長より報告をお願いいたします。

定足数の確認と本日の出席状況　土橋　賢一　副会長
　定足数は釧路ロータリークラブ細則第１条の５に基
づき、当クラブの会員総数の３分の１となります。
12月３日現在の釧路ロータリークラブ会員総数が 99
名、定足数が 33名となりまして、本日の出席者は
48名ですので、本総会は成立することをご報告いた
します。

議長　舟木　　博会長
　ありがとうございました。本日の年次総会が成立す
るとの報告がございましたので、安心して進めさせて
いただきます。
次に、議案の確認をさせていただきます。
本日の議案は、第１号議案として「2021-2022 年度
の釧路ロータリークラブ理事・役員の選挙について」、
第２号議案「現年度の収入と収支を含む中間報告およ

び前年度の財務報告」。第３議案として「釧路ロータ
リークラブ細則改正の件」となっております。
その他の議案をお持ちの方、ございますでしょうか？
いらっしゃいませんね。
それでは、早速、第１号議案「2021-2022 年釧路ロー
タリークラブ理事・役員の選挙について」を進めさせ
ていただきます。
釧路ロータリークラブ細則第 3条第１節に基づきま
して、11月５日に「次年度役員および理事の選挙」
を告示させていただき、立候補を募ったところでござ
いますが 11月 12日の立候補締め切りまでに申し出
がなかったことを受けまして、指名委員会を設置させ
ていただきました。
11月26日、指名委員会を開催させていただきまして、
推挙させていただく候補者を決定させていただきまし
た。
はじめに、次々年度の会長の候補者を私から発表させ
ていただきます。次々年度会長には、滝越康雄君を指
名委員会として推挙させていただきます。滝越君は、
釧路ロータリークラブの在籍 34年、昭和 63年１月
28日の入会です。現在、入会の順位は上から８番目
の大ベテランです。在籍メンバー最後の昭和年代の入
会者でございます。豊富なキャリアと経験は釧路ロー
タリークラブの財産であります。
現在でも常に新しいことに挑戦をし続けており、毎週
のようにコーチャンフォーで本を買って勉強している
姿を見るにつけ、このまま埋もれてしまうにはあまり
にも惜しい人物だと思っておりました。
皆さん、滝越さんを掘り起こすには大変でした。滝越
さんのポテンシャルをもってして新旧織り交ぜたロー
タリー活動が期待されます。皆さまの期待に応えるべ
く『いぶし銀』を磨いての次々年度の会長を期待して
おります。
それでは、皆さまの拍手を持ってご承認をいただける
と思います。皆さん、よろしくお願いいたします。

（拍手）

　それでは、全会一致で滝越君が会長ノミニーに決定
いたしましたので、早速、会長ノミニーの滝越君より
スピーチを頂戴いたしたく思います。
2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄君、よろし
くお願いいたします。
　
2022-2023 年度会長ノミニー　滝越　康雄君
　こんにちは、滝越です。今、舟木会長のご推薦を受
け会長ノミニーを受託させていただきました。伝統と
重厚感のある会の代表として、責任者で、恐ろしさを
感じております。私自身、自分で能力・寸法がわかっ
ております。今日は普段の私と別な私がスピーチして

いる気がいたしま
す。
今までの経過でいろ
いろ悩みましたが、
心理的にいろいろな
いきさつもありまし
た。気負うこともな

く次々年度を乗り越える気持ちでいっぱいでございま
す。何事もメンバーのご協力なくしてありませんので、
ひとつ皆さん協力をよろしくお願いいたします。
　建前はここまでですが、舟木会長との経過を申し上
げますと、８月ぐらいから目線が怪しかったので少し
離れたのです。あまり店に行かないようにして。８月
の中過ぎに一言あったのです。慌てて帰って来て、メー
ルで全部断りました。
でも、メールごときでは断り切れなくて、仕事で歩い
ている時に、肉声で来たものですから、もう半分面倒
くさくなって「分かった」というほぼ捨て台詞です。
そういうことで受ける形になりました。
いろんな雰囲気を見ていると、10月に野遊会もあっ
たのですが、皆さんの目線が何かおかしいので、11
月初めに舟木会長にメールで「俺、クーリングオフす
る。１回キャンセルする」と言ったんですよ。そうし
たら、折り返しが来て「何言ってんだ。ぶれるな」と
𠮟責を受けまして、男らしくないなと思ったりして、
決断した次第です。
その前、９月 26日でしたか、大好きな半沢直樹のテ
レビドラマのラストシーンで道場の場面があって、い
ろいろ問題抱えている半沢直樹に、周りから「ごちゃ
ごちゃ考えずに、やれ」という場面があったのです。
もうひとつは、私が最近見た本のタイトルで『心配事
の９割が起きない』というタイトルの本を買いました。
「あまり取り越し苦労してもいけない」ということで、
やった方が早いなと、踏ん切りました。
ここで例え話はあれですが、9月くらいに舟木会長と
会っていると、なにかうちの事務所の古くなって黒ず
んだ蛍光管みたいな表情だったのです。10月になる
と新品の LED菅になってピッカピカと明るかったの
ですよ。本当に重荷がこっちに来たという感じで、こ
のスピーチにふさわしくないけど、憎たらしくなって
います。
さっき、私の女房の誕生日を言われましたが、12月
３日の今日が女房の誕生日なんです。とってもこの話
は恐ろしくて、持ち帰られません。しばらくやり取り
しているうちに分かると思うので、そういう事情で頑
張ります。
ただ、すぐにやりたいけど 1年半後なので、待ち時
間が長いので疲れるかなという気がします。
いずれにしても、会長の役に就くまで物故会員になら
ないように頑張りますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄会員、あ
りがとうございました。
続きまして、2021-2022 年度理事候補者を杉村会長
エレクトより発表したいと思います。杉村会長エレク
ト、よろしくお願いいたします。

2021-2022 年度理事候補者発表　杉村　荘平会長エ
レクト
　杉村荘平です。大変がんちくのある赤裸々なノミ
ニーのご挨拶の後で圧倒されそうですが、次年度も頑
張らせていただきますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
改めまして、次年度の理事の候補者を発表させていた
だきます。お名前呼ばれた方はその場でご起立いただ
ければと思います。
理事・副会長・浅川正紳君、理事・幹事・市橋多佳丞
君、理事・ＳＡＡ・邵龍珍君、理事・会計・吉田秀俊君、
理事・中島徳政君、理事・村上祐二君、理事・小野寺
俊君、理事・甲賀伸彦君、そして次年度直前会長とな
ります舟木博君、ただいま、会長ノミニーとして承認
されました次年度会長エレクト・滝越康雄君、そして
私・杉村を加えました 11名で次年度理事予定者とさ
せていただきます。
皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　杉村会長エレクト、ありがとうございました。ただ
いま、発表された候補者に理事者となっていただくこ
とについてもご承認いただけるでしょうか。
皆さま、拍手をもってご承認いただきます。
ありがとうございました。
それでは、改めて杉村会長エレクトより一言のご挨拶
いただきます。

杉村　荘平会長エレクト
　度々恐れ入りま
す。改めまして、理
事のご承認ありがと
うございました。
次年度は釧路クラブ
85周年の節目の年
を迎えます。このコ

ロナもその頃になりましたら、もう少し落ち着いて通
常のロータリーに近い活動ができるだろうという希望
的観測を含めて考えますと、次年度は釧路クラブの歴
史を振り返りながら、皆さんが出席して楽しいクラブ、
この釧路クラブでロータリー活動ができる喜びを皆さ

んに十分に感じ取ってもらう１年にしたいと思ってお
ります。
僕も、この釧路クラブからかなりご恩をいただいてお
ります。来年１年間、この素晴らしい理事の皆さんと
このご恩を少しでもお返しできるように頑張りたいと
思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　雄弁なスピーチありがとうございました。それでは、
第２号議案に移りたいと思います
「現年度の収入と支出を含む、中間報告、および前年
度の財務報告について」であります。
はじめに、前年度の財務報告を昨年度幹事の松井君、
よろしくお願いいたします。

前年度財務報告発表　松井　聖治幹事
　ご苦労様でござい
ます。昨年より定款
において年次総会に
て決算報告をするこ
とになっております
ので、それに則って
報告させていただき

ます。
活動報告書に決算書が載っておりますけれど、テーブ
ルにもコピーを置いてありますので、確認していただ
けたらと思います。
まずは昨年度の決算、収入の部ですけれど、こちらは
予算とほぼ変わりがございません。１点のみ、姉妹ク
ラブ交流積立金の実績が増えておりますけれど、こち
らは台北中央ロータリークラブの歓迎レセプションの
会費を入れておりますので、収入・支出とも予算額よ
りも増える形になっております。それ以外は人数の変
更のみです。
　続きまして、支出の部に関しては何度かご報告させ
ていだいておりますけれど、昨年度はコロナの影響が
ありまして、ＩＭや周年など、いくつかの事業が中止
になっております。その中止になったことにより、余
剰金が多く発生しております。その余剰金の扱いに関
して、昨年度理事会で「いったん基金として残して、
コロナと今年度の決算なども踏まえて、どういう形で
使っていけばいいのか、いったん棚上げして、しっか
りと有意義な使い方を考えた方がいい」というご意見
をいただきまして、『特別対策基金』という名前の基
金を作らせていただきまして、約 300 万円あります
昨年度のコロナによる余剰金を実際の繰越金とはせず
に別に基金の口座を作って管理をする形で実績に計上
させていだいております。
こちらの基金に関しては、先ほど杉村エレクトからも
ありましたけれど、来年 85周年もございますので、

そういったところに合わせて、しっかりと検討してい
ただいて釧路クラブらしい有意義な使い方をしていた
だけたらという思いで作っています。
続きまして、その下、嵯峨育英会に例年より少し多め
の50万円ほどを振り替えさせていただいております。
最終的に次年度への繰越金は、この差額 856,754 円
になりますが、今年度への繰越金としております。
以上が昨年度の支出の決算報告となります。いつもと
違う形で余剰金が発生していますので、項目ごとの説
明は避けさせていただきますけど、こういう形で昨年
度は決算しておりますので、ぜひよろしくお願いいた
します。以上でございます。

議長　舟木　　博会長
　昨年度の松井幹事さん、ご苦労様でした。
続きまして、現年度の中間報告を荒井幹事、お願いい
たします。

現年度の中間報告発表　荒井　　剛幹事
　現年度の収支と支
出についての中間報
告をさせていただき
ます。
今年度と申しても、
７月から始まって、
７・８・９・10月

末までの中間報告になります。１年で計算しますと３
分の１が経過しております。
事業収入は概ね皆さまのご協力をいただきまして、会
費等はしっかりいただいているところです。若干名が
会費をまだ支払いしていただいていないところはござ
いますが、概ねお支払いしていただいています。
事業収支につきましても全体としては今 30％を超え
ていて、３分の１が経過するところですので、ちょう
どいい割合かなと。
ただし、コロナ等の関係で中学親善硬式野球大会等の
事業支出がない分、やや 33％を下回る状況で、そう
いう理由に基づいております。収入・支出については
概ね順調という報告で中間報告とさせていただきま
す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　前年度・現年度の幹事の報告事項ですが、拍手を持っ
て承認していただければ助かります。
続いて、第３号議案「釧路ロータリークラブ細則改正
の件」に入りたいと思います。すでに細則改正案につ
いては皆さまに配布させていただいているところです
が、改正案を提案した趣旨について改めて説明申し上
げます。
今回、改正するのは『休会制度』を導入する点にあり

ます。健康上の理由、もしくは会社経営上の理由によ
り一時的に例会やロータリー活動を参加できないとい
う場合にも、今の制度では退会しか認められておらず、
一定期間休会する制度がございません。
折しも、新型コロナウイルス感染拡大が懸念され、国
際ロータリーのホルガー・クナーク会長も各クラブに
対して、退会防止に努力するように求めております。
これを受けて、今年度の会長基本方針の活動目標とし
ても『退会防止』を一番に挙げております。
そこで今般、会員の退会防止という観点から休会制度
を導入するための細則改正案をご提案申し上げまし
た。
休会制度についての補足説明を荒井幹事よりお願いい
たします。

休会制度についての補足説明　荒井　　剛幹事
　なかなか時間がございませんので、机上に『Q&A』
を配布させていただいております。事前にメール等で
も配信させていただいておりますが、この休会制度に
対して素朴に抱かれる疑問点を挙げております。
「休会会員になった場合には例会に参加することがで
きるのか」という質問。それにつきましては「ビジタ
－費相当額をお支払いいただいて例会に参加していた
だくことが可能」となっております。
また、ロータリアンという身分は変わりませんので、
他のクラブにロータリアンとして参加することも可能
となっております。大きなポイントとしては休会会員
になりますと、クラブの年会費が免除されるというこ
とになります。
ただし、免除されるのはあくまでクラブの年会費でし
て、その他の分区、もしくはＲＩに支払っていただく

人頭分担金等は免除の対象になりませんのでご留意く
ださい。
休会会員の期間ですが、原則として半年、さらに一度
だけ延長が考えられ、合計で最大１年となっておりま
す。
いずれも書面によって理事会に提出していただいて、
理事会の判断によって「休会する・しない」を判断さ
せていただくことになっております。以上です。

議長　舟木　　博会長
　時間があまりございませんが、質疑応答に入りたい
と思います。ご質問がございましたら、皆さんご意見
お出しください。なければ、このまま審議に入りたい
と思います。

ございませんね。
ご提案いただきました「休会制度を導入するクラブ細
則改正案について」ご承認をいただけますか。いただ
ければ拍手でお願いいたします。
ありがとうございました。満場一致で承認をいただき
ましたので、細則 13条に従い、細則が改正されたこ
とをご報告申し上げます。

これで本日の年次総会議案は全て終了ということにな
りました。
皆さまのご協力によりまして、大変スムーズに進める
ことができました。感謝申し上げます。
以上、本日の議長を退任させていただきます。大変あ
りがとうございました。



 

　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。食事の方はお続
けください。「会長
の時間で、話すネタ
がどんどんなくなっ
てきて大変だ」と、
ある先輩に話した

ら、「舟木、お前は人のできない『四国巡礼の道』を
何回も歩いて回っているんだから、いろんな話題があ
るだろう」と言われました。そんなわけで、何回かに
分けてお遍路に関係のあるお話をさせていただきま
す。
お遍路ですごいことは、北海道の釧路にいては予想も
しない知識を得たり、普通では絶対会うことのできな
いことや、絶対に会うことができない人に出会うこと
です。私は仕事で結構、出張や視察が好きで、全国各
地、いろいろな世界にも足を伸ばして、いろんな所を
回っていますが、交通機関を利用した旅行がほとんど
ですので、歩いて旅行することはほとんどありません
でした。
歩いて旅行をするには、現代の常識をほとんど捨てな
ければなりません。多分、江戸時代の旅行の知識が一
番役に立つのではないかと思います。
当然のことですが、成人男子・女子・子供・老人、そ
れぞれ歩く速度が違いますので、旅の日程がおのずと
決まります。

江戸時代の青年の１日の歩行距離は 10里といわれて
います。１日に約40㎞を歩く計算になります。女性・
子供でもだいたい８里を歩いたそうです。日本橋から
出て１日 40㎞くらいを歩いて３日目には箱根くらい
まで行く計算だと思います。現代のお遍路さんは普通、
１日平均 25kmから 30kmを歩いておりますので、
江戸時代の人間と比較するとずいぶん足が弱くなって
いると思います。昔は立派な靴もありませんし、草履
で歩いていたので今より大変でした。
実際に歩いて分かったことですが、現在はアスファル
トの道を歩くことが多いので膝・足首・股関節に大変
な負担がかかります。土の道を選んで自分で歩いてみ
ると、土は足に優しく、心地よいことが理解できまし
た。ですから、なるべく旧道といわれる古い道を選ん
で歩くようにしております。もちろん、距離はその分
長くなりますけど、体にはすごく楽です。
江戸時代の朝の歩き始めの時間は朝早く、夜明け前に
だいたい出発しておりました。ご存じの童謡「お江戸
日本橋 七つ立ち」という歌をご存じだと思います。
皆さん、七つ立ちは何時ごろか分かる方はいますか。
現在の時間で４時ころですね。４時ころのまだ暗い中、
提灯を持って出かけていたと思われます。歌の中では、
高輪あたりで提灯を消すという歌詞がありますので、
そのころで夜が明けたと思われます。
お遍路でも、夜は早く寝て、朝早く出かける人がほと
んどです。朝早く出発するのには利点があります。ま
ず、朝方は非常に天候が安定していることです。雨も

朝方は降らないことが多いです。その間に濡れないで
歩いて進むことができます。そして、早く宿に到着し
て、足休みと洗濯ができるので安心です。足のケアに
は 30分ぐらいかけて毎日ケアしないと、長く歩くこ
とはできません。そして、早くお風呂に入ることがで
きるので、特に雨に打たれた後は切実なことです。
現在の日本人の歩き方は昔とは大きく違っています。
当時の歩き方は、現在と違って、手と足を一緒に出し
て歩く『ナンバ歩き』という歩行方法でした。ナンバ
歩きは手足・体を振らず滑るように歩き、現在の歩き
方より疲れない日本人に合ったものと言われておりま
す。また、当時の服装は着物でしたので、それにも由
来しているといわれております。この歩き方だと着物
の着崩れが起きにくいという利点もありました。
そろそろ終わりますが、江戸時代の旅の話といいます
と十返舎一九（じっぺんしゃいっく ) の『東海道中膝
栗毛』の弥次郎兵衛と喜多八の話が有名ですね。皆さ
んも、たまには古典の文学を楽しんではいかがでしょ
うか。
今日も清聴ありがとうございました。

議長　舟木　　博会長
　ただいまより年次総会を開催させていただきます。
不慣れですが、議長を務めさせていただきます。よろ
しくお願いいたします。また、皆さまには円滑な議事
進行への協力をお願いいたします。
それでは、釧路ロータリークラブ細則第 5条第 1節
に基づきまして、年次総会を始めさせていただきます。
はじめに定足数の確認と本日の出席状況につきまし
て、土橋副会長より報告をお願いいたします。

定足数の確認と本日の出席状況　土橋　賢一　副会長
　定足数は釧路ロータリークラブ細則第１条の５に基
づき、当クラブの会員総数の３分の１となります。
12月３日現在の釧路ロータリークラブ会員総数が 99
名、定足数が 33名となりまして、本日の出席者は
48名ですので、本総会は成立することをご報告いた
します。

議長　舟木　　博会長
　ありがとうございました。本日の年次総会が成立す
るとの報告がございましたので、安心して進めさせて
いただきます。
次に、議案の確認をさせていただきます。
本日の議案は、第１号議案として「2021-2022 年度
の釧路ロータリークラブ理事・役員の選挙について」、
第２号議案「現年度の収入と収支を含む中間報告およ

び前年度の財務報告」。第３議案として「釧路ロータ
リークラブ細則改正の件」となっております。
その他の議案をお持ちの方、ございますでしょうか？
いらっしゃいませんね。
それでは、早速、第１号議案「2021-2022 年釧路ロー
タリークラブ理事・役員の選挙について」を進めさせ
ていただきます。
釧路ロータリークラブ細則第 3条第１節に基づきま
して、11月５日に「次年度役員および理事の選挙」
を告示させていただき、立候補を募ったところでござ
いますが 11月 12日の立候補締め切りまでに申し出
がなかったことを受けまして、指名委員会を設置させ
ていただきました。
11月26日、指名委員会を開催させていただきまして、
推挙させていただく候補者を決定させていただきまし
た。
はじめに、次々年度の会長の候補者を私から発表させ
ていただきます。次々年度会長には、滝越康雄君を指
名委員会として推挙させていただきます。滝越君は、
釧路ロータリークラブの在籍 34年、昭和 63年１月
28日の入会です。現在、入会の順位は上から８番目
の大ベテランです。在籍メンバー最後の昭和年代の入
会者でございます。豊富なキャリアと経験は釧路ロー
タリークラブの財産であります。
現在でも常に新しいことに挑戦をし続けており、毎週
のようにコーチャンフォーで本を買って勉強している
姿を見るにつけ、このまま埋もれてしまうにはあまり
にも惜しい人物だと思っておりました。
皆さん、滝越さんを掘り起こすには大変でした。滝越
さんのポテンシャルをもってして新旧織り交ぜたロー
タリー活動が期待されます。皆さまの期待に応えるべ
く『いぶし銀』を磨いての次々年度の会長を期待して
おります。
それでは、皆さまの拍手を持ってご承認をいただける
と思います。皆さん、よろしくお願いいたします。

（拍手）

　それでは、全会一致で滝越君が会長ノミニーに決定
いたしましたので、早速、会長ノミニーの滝越君より
スピーチを頂戴いたしたく思います。
2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄君、よろし
くお願いいたします。
　
2022-2023 年度会長ノミニー　滝越　康雄君
　こんにちは、滝越です。今、舟木会長のご推薦を受
け会長ノミニーを受託させていただきました。伝統と
重厚感のある会の代表として、責任者で、恐ろしさを
感じております。私自身、自分で能力・寸法がわかっ
ております。今日は普段の私と別な私がスピーチして

いる気がいたしま
す。
今までの経過でいろ
いろ悩みましたが、
心理的にいろいろな
いきさつもありまし
た。気負うこともな

く次々年度を乗り越える気持ちでいっぱいでございま
す。何事もメンバーのご協力なくしてありませんので、
ひとつ皆さん協力をよろしくお願いいたします。
　建前はここまでですが、舟木会長との経過を申し上
げますと、８月ぐらいから目線が怪しかったので少し
離れたのです。あまり店に行かないようにして。８月
の中過ぎに一言あったのです。慌てて帰って来て、メー
ルで全部断りました。
でも、メールごときでは断り切れなくて、仕事で歩い
ている時に、肉声で来たものですから、もう半分面倒
くさくなって「分かった」というほぼ捨て台詞です。
そういうことで受ける形になりました。
いろんな雰囲気を見ていると、10月に野遊会もあっ
たのですが、皆さんの目線が何かおかしいので、11
月初めに舟木会長にメールで「俺、クーリングオフす
る。１回キャンセルする」と言ったんですよ。そうし
たら、折り返しが来て「何言ってんだ。ぶれるな」と
𠮟責を受けまして、男らしくないなと思ったりして、
決断した次第です。
その前、９月 26日でしたか、大好きな半沢直樹のテ
レビドラマのラストシーンで道場の場面があって、い
ろいろ問題抱えている半沢直樹に、周りから「ごちゃ
ごちゃ考えずに、やれ」という場面があったのです。
もうひとつは、私が最近見た本のタイトルで『心配事
の９割が起きない』というタイトルの本を買いました。
「あまり取り越し苦労してもいけない」ということで、
やった方が早いなと、踏ん切りました。
ここで例え話はあれですが、9月くらいに舟木会長と
会っていると、なにかうちの事務所の古くなって黒ず
んだ蛍光管みたいな表情だったのです。10月になる
と新品の LED菅になってピッカピカと明るかったの
ですよ。本当に重荷がこっちに来たという感じで、こ
のスピーチにふさわしくないけど、憎たらしくなって
います。
さっき、私の女房の誕生日を言われましたが、12月
３日の今日が女房の誕生日なんです。とってもこの話
は恐ろしくて、持ち帰られません。しばらくやり取り
しているうちに分かると思うので、そういう事情で頑
張ります。
ただ、すぐにやりたいけど 1年半後なので、待ち時
間が長いので疲れるかなという気がします。
いずれにしても、会長の役に就くまで物故会員になら
ないように頑張りますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄会員、あ
りがとうございました。
続きまして、2021-2022 年度理事候補者を杉村会長
エレクトより発表したいと思います。杉村会長エレク
ト、よろしくお願いいたします。

2021-2022 年度理事候補者発表　杉村　荘平会長エ
レクト
　杉村荘平です。大変がんちくのある赤裸々なノミ
ニーのご挨拶の後で圧倒されそうですが、次年度も頑
張らせていただきますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
改めまして、次年度の理事の候補者を発表させていた
だきます。お名前呼ばれた方はその場でご起立いただ
ければと思います。
理事・副会長・浅川正紳君、理事・幹事・市橋多佳丞
君、理事・ＳＡＡ・邵龍珍君、理事・会計・吉田秀俊君、
理事・中島徳政君、理事・村上祐二君、理事・小野寺
俊君、理事・甲賀伸彦君、そして次年度直前会長とな
ります舟木博君、ただいま、会長ノミニーとして承認
されました次年度会長エレクト・滝越康雄君、そして
私・杉村を加えました 11名で次年度理事予定者とさ
せていただきます。
皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　杉村会長エレクト、ありがとうございました。ただ
いま、発表された候補者に理事者となっていただくこ
とについてもご承認いただけるでしょうか。
皆さま、拍手をもってご承認いただきます。
ありがとうございました。
それでは、改めて杉村会長エレクトより一言のご挨拶
いただきます。

杉村　荘平会長エレクト
　度々恐れ入りま
す。改めまして、理
事のご承認ありがと
うございました。
次年度は釧路クラブ
85周年の節目の年
を迎えます。このコ

ロナもその頃になりましたら、もう少し落ち着いて通
常のロータリーに近い活動ができるだろうという希望
的観測を含めて考えますと、次年度は釧路クラブの歴
史を振り返りながら、皆さんが出席して楽しいクラブ、
この釧路クラブでロータリー活動ができる喜びを皆さ

んに十分に感じ取ってもらう１年にしたいと思ってお
ります。
僕も、この釧路クラブからかなりご恩をいただいてお
ります。来年１年間、この素晴らしい理事の皆さんと
このご恩を少しでもお返しできるように頑張りたいと
思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　雄弁なスピーチありがとうございました。それでは、
第２号議案に移りたいと思います
「現年度の収入と支出を含む、中間報告、および前年
度の財務報告について」であります。
はじめに、前年度の財務報告を昨年度幹事の松井君、
よろしくお願いいたします。

前年度財務報告発表　松井　聖治幹事
　ご苦労様でござい
ます。昨年より定款
において年次総会に
て決算報告をするこ
とになっております
ので、それに則って
報告させていただき

ます。
活動報告書に決算書が載っておりますけれど、テーブ
ルにもコピーを置いてありますので、確認していただ
けたらと思います。
まずは昨年度の決算、収入の部ですけれど、こちらは
予算とほぼ変わりがございません。１点のみ、姉妹ク
ラブ交流積立金の実績が増えておりますけれど、こち
らは台北中央ロータリークラブの歓迎レセプションの
会費を入れておりますので、収入・支出とも予算額よ
りも増える形になっております。それ以外は人数の変
更のみです。
　続きまして、支出の部に関しては何度かご報告させ
ていだいておりますけれど、昨年度はコロナの影響が
ありまして、ＩＭや周年など、いくつかの事業が中止
になっております。その中止になったことにより、余
剰金が多く発生しております。その余剰金の扱いに関
して、昨年度理事会で「いったん基金として残して、
コロナと今年度の決算なども踏まえて、どういう形で
使っていけばいいのか、いったん棚上げして、しっか
りと有意義な使い方を考えた方がいい」というご意見
をいただきまして、『特別対策基金』という名前の基
金を作らせていただきまして、約 300 万円あります
昨年度のコロナによる余剰金を実際の繰越金とはせず
に別に基金の口座を作って管理をする形で実績に計上
させていだいております。
こちらの基金に関しては、先ほど杉村エレクトからも
ありましたけれど、来年 85周年もございますので、

そういったところに合わせて、しっかりと検討してい
ただいて釧路クラブらしい有意義な使い方をしていた
だけたらという思いで作っています。
続きまして、その下、嵯峨育英会に例年より少し多め
の50万円ほどを振り替えさせていただいております。
最終的に次年度への繰越金は、この差額 856,754 円
になりますが、今年度への繰越金としております。
以上が昨年度の支出の決算報告となります。いつもと
違う形で余剰金が発生していますので、項目ごとの説
明は避けさせていただきますけど、こういう形で昨年
度は決算しておりますので、ぜひよろしくお願いいた
します。以上でございます。

議長　舟木　　博会長
　昨年度の松井幹事さん、ご苦労様でした。
続きまして、現年度の中間報告を荒井幹事、お願いい
たします。

現年度の中間報告発表　荒井　　剛幹事
　現年度の収支と支
出についての中間報
告をさせていただき
ます。
今年度と申しても、
７月から始まって、
７・８・９・10月

末までの中間報告になります。１年で計算しますと３
分の１が経過しております。
事業収入は概ね皆さまのご協力をいただきまして、会
費等はしっかりいただいているところです。若干名が
会費をまだ支払いしていただいていないところはござ
いますが、概ねお支払いしていただいています。
事業収支につきましても全体としては今 30％を超え
ていて、３分の１が経過するところですので、ちょう
どいい割合かなと。
ただし、コロナ等の関係で中学親善硬式野球大会等の
事業支出がない分、やや 33％を下回る状況で、そう
いう理由に基づいております。収入・支出については
概ね順調という報告で中間報告とさせていただきま
す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　前年度・現年度の幹事の報告事項ですが、拍手を持っ
て承認していただければ助かります。
続いて、第３号議案「釧路ロータリークラブ細則改正
の件」に入りたいと思います。すでに細則改正案につ
いては皆さまに配布させていただいているところです
が、改正案を提案した趣旨について改めて説明申し上
げます。
今回、改正するのは『休会制度』を導入する点にあり

ます。健康上の理由、もしくは会社経営上の理由によ
り一時的に例会やロータリー活動を参加できないとい
う場合にも、今の制度では退会しか認められておらず、
一定期間休会する制度がございません。
折しも、新型コロナウイルス感染拡大が懸念され、国
際ロータリーのホルガー・クナーク会長も各クラブに
対して、退会防止に努力するように求めております。
これを受けて、今年度の会長基本方針の活動目標とし
ても『退会防止』を一番に挙げております。
そこで今般、会員の退会防止という観点から休会制度
を導入するための細則改正案をご提案申し上げまし
た。
休会制度についての補足説明を荒井幹事よりお願いい
たします。

休会制度についての補足説明　荒井　　剛幹事
　なかなか時間がございませんので、机上に『Q&A』
を配布させていただいております。事前にメール等で
も配信させていただいておりますが、この休会制度に
対して素朴に抱かれる疑問点を挙げております。
「休会会員になった場合には例会に参加することがで
きるのか」という質問。それにつきましては「ビジタ
－費相当額をお支払いいただいて例会に参加していた
だくことが可能」となっております。
また、ロータリアンという身分は変わりませんので、
他のクラブにロータリアンとして参加することも可能
となっております。大きなポイントとしては休会会員
になりますと、クラブの年会費が免除されるというこ
とになります。
ただし、免除されるのはあくまでクラブの年会費でし
て、その他の分区、もしくはＲＩに支払っていただく

人頭分担金等は免除の対象になりませんのでご留意く
ださい。
休会会員の期間ですが、原則として半年、さらに一度
だけ延長が考えられ、合計で最大１年となっておりま
す。
いずれも書面によって理事会に提出していただいて、
理事会の判断によって「休会する・しない」を判断さ
せていただくことになっております。以上です。

議長　舟木　　博会長
　時間があまりございませんが、質疑応答に入りたい
と思います。ご質問がございましたら、皆さんご意見
お出しください。なければ、このまま審議に入りたい
と思います。

ございませんね。
ご提案いただきました「休会制度を導入するクラブ細
則改正案について」ご承認をいただけますか。いただ
ければ拍手でお願いいたします。
ありがとうございました。満場一致で承認をいただき
ましたので、細則 13条に従い、細則が改正されたこ
とをご報告申し上げます。

これで本日の年次総会議案は全て終了ということにな
りました。
皆さまのご協力によりまして、大変スムーズに進める
ことができました。感謝申し上げます。
以上、本日の議長を退任させていただきます。大変あ
りがとうございました。



 

　　　　　　　　　　　舟木　　博会長
　皆さん、こんにち
は。食事の方はお続
けください。「会長
の時間で、話すネタ
がどんどんなくなっ
てきて大変だ」と、
ある先輩に話した

ら、「舟木、お前は人のできない『四国巡礼の道』を
何回も歩いて回っているんだから、いろんな話題があ
るだろう」と言われました。そんなわけで、何回かに
分けてお遍路に関係のあるお話をさせていただきま
す。
お遍路ですごいことは、北海道の釧路にいては予想も
しない知識を得たり、普通では絶対会うことのできな
いことや、絶対に会うことができない人に出会うこと
です。私は仕事で結構、出張や視察が好きで、全国各
地、いろいろな世界にも足を伸ばして、いろんな所を
回っていますが、交通機関を利用した旅行がほとんど
ですので、歩いて旅行することはほとんどありません
でした。
歩いて旅行をするには、現代の常識をほとんど捨てな
ければなりません。多分、江戸時代の旅行の知識が一
番役に立つのではないかと思います。
当然のことですが、成人男子・女子・子供・老人、そ
れぞれ歩く速度が違いますので、旅の日程がおのずと
決まります。

江戸時代の青年の１日の歩行距離は 10里といわれて
います。１日に約40㎞を歩く計算になります。女性・
子供でもだいたい８里を歩いたそうです。日本橋から
出て１日 40㎞くらいを歩いて３日目には箱根くらい
まで行く計算だと思います。現代のお遍路さんは普通、
１日平均 25kmから 30kmを歩いておりますので、
江戸時代の人間と比較するとずいぶん足が弱くなって
いると思います。昔は立派な靴もありませんし、草履
で歩いていたので今より大変でした。
実際に歩いて分かったことですが、現在はアスファル
トの道を歩くことが多いので膝・足首・股関節に大変
な負担がかかります。土の道を選んで自分で歩いてみ
ると、土は足に優しく、心地よいことが理解できまし
た。ですから、なるべく旧道といわれる古い道を選ん
で歩くようにしております。もちろん、距離はその分
長くなりますけど、体にはすごく楽です。
江戸時代の朝の歩き始めの時間は朝早く、夜明け前に
だいたい出発しておりました。ご存じの童謡「お江戸
日本橋 七つ立ち」という歌をご存じだと思います。
皆さん、七つ立ちは何時ごろか分かる方はいますか。
現在の時間で４時ころですね。４時ころのまだ暗い中、
提灯を持って出かけていたと思われます。歌の中では、
高輪あたりで提灯を消すという歌詞がありますので、
そのころで夜が明けたと思われます。
お遍路でも、夜は早く寝て、朝早く出かける人がほと
んどです。朝早く出発するのには利点があります。ま
ず、朝方は非常に天候が安定していることです。雨も

朝方は降らないことが多いです。その間に濡れないで
歩いて進むことができます。そして、早く宿に到着し
て、足休みと洗濯ができるので安心です。足のケアに
は 30分ぐらいかけて毎日ケアしないと、長く歩くこ
とはできません。そして、早くお風呂に入ることがで
きるので、特に雨に打たれた後は切実なことです。
現在の日本人の歩き方は昔とは大きく違っています。
当時の歩き方は、現在と違って、手と足を一緒に出し
て歩く『ナンバ歩き』という歩行方法でした。ナンバ
歩きは手足・体を振らず滑るように歩き、現在の歩き
方より疲れない日本人に合ったものと言われておりま
す。また、当時の服装は着物でしたので、それにも由
来しているといわれております。この歩き方だと着物
の着崩れが起きにくいという利点もありました。
そろそろ終わりますが、江戸時代の旅の話といいます
と十返舎一九（じっぺんしゃいっく ) の『東海道中膝
栗毛』の弥次郎兵衛と喜多八の話が有名ですね。皆さ
んも、たまには古典の文学を楽しんではいかがでしょ
うか。
今日も清聴ありがとうございました。

議長　舟木　　博会長
　ただいまより年次総会を開催させていただきます。
不慣れですが、議長を務めさせていただきます。よろ
しくお願いいたします。また、皆さまには円滑な議事
進行への協力をお願いいたします。
それでは、釧路ロータリークラブ細則第 5条第 1節
に基づきまして、年次総会を始めさせていただきます。
はじめに定足数の確認と本日の出席状況につきまし
て、土橋副会長より報告をお願いいたします。

定足数の確認と本日の出席状況　土橋　賢一　副会長
　定足数は釧路ロータリークラブ細則第１条の５に基
づき、当クラブの会員総数の３分の１となります。
12月３日現在の釧路ロータリークラブ会員総数が 99
名、定足数が 33名となりまして、本日の出席者は
48名ですので、本総会は成立することをご報告いた
します。

議長　舟木　　博会長
　ありがとうございました。本日の年次総会が成立す
るとの報告がございましたので、安心して進めさせて
いただきます。
次に、議案の確認をさせていただきます。
本日の議案は、第１号議案として「2021-2022 年度
の釧路ロータリークラブ理事・役員の選挙について」、
第２号議案「現年度の収入と収支を含む中間報告およ

び前年度の財務報告」。第３議案として「釧路ロータ
リークラブ細則改正の件」となっております。
その他の議案をお持ちの方、ございますでしょうか？
いらっしゃいませんね。
それでは、早速、第１号議案「2021-2022 年釧路ロー
タリークラブ理事・役員の選挙について」を進めさせ
ていただきます。
釧路ロータリークラブ細則第 3条第１節に基づきま
して、11月５日に「次年度役員および理事の選挙」
を告示させていただき、立候補を募ったところでござ
いますが 11月 12日の立候補締め切りまでに申し出
がなかったことを受けまして、指名委員会を設置させ
ていただきました。
11月26日、指名委員会を開催させていただきまして、
推挙させていただく候補者を決定させていただきまし
た。
はじめに、次々年度の会長の候補者を私から発表させ
ていただきます。次々年度会長には、滝越康雄君を指
名委員会として推挙させていただきます。滝越君は、
釧路ロータリークラブの在籍 34年、昭和 63年１月
28日の入会です。現在、入会の順位は上から８番目
の大ベテランです。在籍メンバー最後の昭和年代の入
会者でございます。豊富なキャリアと経験は釧路ロー
タリークラブの財産であります。
現在でも常に新しいことに挑戦をし続けており、毎週
のようにコーチャンフォーで本を買って勉強している
姿を見るにつけ、このまま埋もれてしまうにはあまり
にも惜しい人物だと思っておりました。
皆さん、滝越さんを掘り起こすには大変でした。滝越
さんのポテンシャルをもってして新旧織り交ぜたロー
タリー活動が期待されます。皆さまの期待に応えるべ
く『いぶし銀』を磨いての次々年度の会長を期待して
おります。
それでは、皆さまの拍手を持ってご承認をいただける
と思います。皆さん、よろしくお願いいたします。

（拍手）

　それでは、全会一致で滝越君が会長ノミニーに決定
いたしましたので、早速、会長ノミニーの滝越君より
スピーチを頂戴いたしたく思います。
2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄君、よろし
くお願いいたします。
　
2022-2023 年度会長ノミニー　滝越　康雄君
　こんにちは、滝越です。今、舟木会長のご推薦を受
け会長ノミニーを受託させていただきました。伝統と
重厚感のある会の代表として、責任者で、恐ろしさを
感じております。私自身、自分で能力・寸法がわかっ
ております。今日は普段の私と別な私がスピーチして

いる気がいたしま
す。
今までの経過でいろ
いろ悩みましたが、
心理的にいろいろな
いきさつもありまし
た。気負うこともな

く次々年度を乗り越える気持ちでいっぱいでございま
す。何事もメンバーのご協力なくしてありませんので、
ひとつ皆さん協力をよろしくお願いいたします。
　建前はここまでですが、舟木会長との経過を申し上
げますと、８月ぐらいから目線が怪しかったので少し
離れたのです。あまり店に行かないようにして。８月
の中過ぎに一言あったのです。慌てて帰って来て、メー
ルで全部断りました。
でも、メールごときでは断り切れなくて、仕事で歩い
ている時に、肉声で来たものですから、もう半分面倒
くさくなって「分かった」というほぼ捨て台詞です。
そういうことで受ける形になりました。
いろんな雰囲気を見ていると、10月に野遊会もあっ
たのですが、皆さんの目線が何かおかしいので、11
月初めに舟木会長にメールで「俺、クーリングオフす
る。１回キャンセルする」と言ったんですよ。そうし
たら、折り返しが来て「何言ってんだ。ぶれるな」と
𠮟責を受けまして、男らしくないなと思ったりして、
決断した次第です。
その前、９月 26日でしたか、大好きな半沢直樹のテ
レビドラマのラストシーンで道場の場面があって、い
ろいろ問題抱えている半沢直樹に、周りから「ごちゃ
ごちゃ考えずに、やれ」という場面があったのです。
もうひとつは、私が最近見た本のタイトルで『心配事
の９割が起きない』というタイトルの本を買いました。
「あまり取り越し苦労してもいけない」ということで、
やった方が早いなと、踏ん切りました。
ここで例え話はあれですが、9月くらいに舟木会長と
会っていると、なにかうちの事務所の古くなって黒ず
んだ蛍光管みたいな表情だったのです。10月になる
と新品の LED菅になってピッカピカと明るかったの
ですよ。本当に重荷がこっちに来たという感じで、こ
のスピーチにふさわしくないけど、憎たらしくなって
います。
さっき、私の女房の誕生日を言われましたが、12月
３日の今日が女房の誕生日なんです。とってもこの話
は恐ろしくて、持ち帰られません。しばらくやり取り
しているうちに分かると思うので、そういう事情で頑
張ります。
ただ、すぐにやりたいけど 1年半後なので、待ち時
間が長いので疲れるかなという気がします。
いずれにしても、会長の役に就くまで物故会員になら
ないように頑張りますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　2022-2023 年度会長ノミニーの滝越康雄会員、あ
りがとうございました。
続きまして、2021-2022 年度理事候補者を杉村会長
エレクトより発表したいと思います。杉村会長エレク
ト、よろしくお願いいたします。

2021-2022 年度理事候補者発表　杉村　荘平会長エ
レクト
　杉村荘平です。大変がんちくのある赤裸々なノミ
ニーのご挨拶の後で圧倒されそうですが、次年度も頑
張らせていただきますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
改めまして、次年度の理事の候補者を発表させていた
だきます。お名前呼ばれた方はその場でご起立いただ
ければと思います。
理事・副会長・浅川正紳君、理事・幹事・市橋多佳丞
君、理事・ＳＡＡ・邵龍珍君、理事・会計・吉田秀俊君、
理事・中島徳政君、理事・村上祐二君、理事・小野寺
俊君、理事・甲賀伸彦君、そして次年度直前会長とな
ります舟木博君、ただいま、会長ノミニーとして承認
されました次年度会長エレクト・滝越康雄君、そして
私・杉村を加えました 11名で次年度理事予定者とさ
せていただきます。
皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　杉村会長エレクト、ありがとうございました。ただ
いま、発表された候補者に理事者となっていただくこ
とについてもご承認いただけるでしょうか。
皆さま、拍手をもってご承認いただきます。
ありがとうございました。
それでは、改めて杉村会長エレクトより一言のご挨拶
いただきます。

杉村　荘平会長エレクト
　度々恐れ入りま
す。改めまして、理
事のご承認ありがと
うございました。
次年度は釧路クラブ
85周年の節目の年
を迎えます。このコ

ロナもその頃になりましたら、もう少し落ち着いて通
常のロータリーに近い活動ができるだろうという希望
的観測を含めて考えますと、次年度は釧路クラブの歴
史を振り返りながら、皆さんが出席して楽しいクラブ、
この釧路クラブでロータリー活動ができる喜びを皆さ

んに十分に感じ取ってもらう１年にしたいと思ってお
ります。
僕も、この釧路クラブからかなりご恩をいただいてお
ります。来年１年間、この素晴らしい理事の皆さんと
このご恩を少しでもお返しできるように頑張りたいと
思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

議長　舟木　　博会長
　雄弁なスピーチありがとうございました。それでは、
第２号議案に移りたいと思います
「現年度の収入と支出を含む、中間報告、および前年
度の財務報告について」であります。
はじめに、前年度の財務報告を昨年度幹事の松井君、
よろしくお願いいたします。

前年度財務報告発表　松井　聖治幹事
　ご苦労様でござい
ます。昨年より定款
において年次総会に
て決算報告をするこ
とになっております
ので、それに則って
報告させていただき

ます。
活動報告書に決算書が載っておりますけれど、テーブ
ルにもコピーを置いてありますので、確認していただ
けたらと思います。
まずは昨年度の決算、収入の部ですけれど、こちらは
予算とほぼ変わりがございません。１点のみ、姉妹ク
ラブ交流積立金の実績が増えておりますけれど、こち
らは台北中央ロータリークラブの歓迎レセプションの
会費を入れておりますので、収入・支出とも予算額よ
りも増える形になっております。それ以外は人数の変
更のみです。
　続きまして、支出の部に関しては何度かご報告させ
ていだいておりますけれど、昨年度はコロナの影響が
ありまして、ＩＭや周年など、いくつかの事業が中止
になっております。その中止になったことにより、余
剰金が多く発生しております。その余剰金の扱いに関
して、昨年度理事会で「いったん基金として残して、
コロナと今年度の決算なども踏まえて、どういう形で
使っていけばいいのか、いったん棚上げして、しっか
りと有意義な使い方を考えた方がいい」というご意見
をいただきまして、『特別対策基金』という名前の基
金を作らせていただきまして、約 300 万円あります
昨年度のコロナによる余剰金を実際の繰越金とはせず
に別に基金の口座を作って管理をする形で実績に計上
させていだいております。
こちらの基金に関しては、先ほど杉村エレクトからも
ありましたけれど、来年 85周年もございますので、

そういったところに合わせて、しっかりと検討してい
ただいて釧路クラブらしい有意義な使い方をしていた
だけたらという思いで作っています。
続きまして、その下、嵯峨育英会に例年より少し多め
の50万円ほどを振り替えさせていただいております。
最終的に次年度への繰越金は、この差額 856,754 円
になりますが、今年度への繰越金としております。
以上が昨年度の支出の決算報告となります。いつもと
違う形で余剰金が発生していますので、項目ごとの説
明は避けさせていただきますけど、こういう形で昨年
度は決算しておりますので、ぜひよろしくお願いいた
します。以上でございます。

議長　舟木　　博会長
　昨年度の松井幹事さん、ご苦労様でした。
続きまして、現年度の中間報告を荒井幹事、お願いい
たします。

現年度の中間報告発表　荒井　　剛幹事
　現年度の収支と支
出についての中間報
告をさせていただき
ます。
今年度と申しても、
７月から始まって、
７・８・９・10月

末までの中間報告になります。１年で計算しますと３
分の１が経過しております。
事業収入は概ね皆さまのご協力をいただきまして、会
費等はしっかりいただいているところです。若干名が
会費をまだ支払いしていただいていないところはござ
いますが、概ねお支払いしていただいています。
事業収支につきましても全体としては今 30％を超え
ていて、３分の１が経過するところですので、ちょう
どいい割合かなと。
ただし、コロナ等の関係で中学親善硬式野球大会等の
事業支出がない分、やや 33％を下回る状況で、そう
いう理由に基づいております。収入・支出については
概ね順調という報告で中間報告とさせていただきま
す。以上です。

議長　舟木　　博会長
　前年度・現年度の幹事の報告事項ですが、拍手を持っ
て承認していただければ助かります。
続いて、第３号議案「釧路ロータリークラブ細則改正
の件」に入りたいと思います。すでに細則改正案につ
いては皆さまに配布させていただいているところです
が、改正案を提案した趣旨について改めて説明申し上
げます。
今回、改正するのは『休会制度』を導入する点にあり

ます。健康上の理由、もしくは会社経営上の理由によ
り一時的に例会やロータリー活動を参加できないとい
う場合にも、今の制度では退会しか認められておらず、
一定期間休会する制度がございません。
折しも、新型コロナウイルス感染拡大が懸念され、国
際ロータリーのホルガー・クナーク会長も各クラブに
対して、退会防止に努力するように求めております。
これを受けて、今年度の会長基本方針の活動目標とし
ても『退会防止』を一番に挙げております。
そこで今般、会員の退会防止という観点から休会制度
を導入するための細則改正案をご提案申し上げまし
た。
休会制度についての補足説明を荒井幹事よりお願いい
たします。

休会制度についての補足説明　荒井　　剛幹事
　なかなか時間がございませんので、机上に『Q&A』
を配布させていただいております。事前にメール等で
も配信させていただいておりますが、この休会制度に
対して素朴に抱かれる疑問点を挙げております。
「休会会員になった場合には例会に参加することがで
きるのか」という質問。それにつきましては「ビジタ
－費相当額をお支払いいただいて例会に参加していた
だくことが可能」となっております。
また、ロータリアンという身分は変わりませんので、
他のクラブにロータリアンとして参加することも可能
となっております。大きなポイントとしては休会会員
になりますと、クラブの年会費が免除されるというこ
とになります。
ただし、免除されるのはあくまでクラブの年会費でし
て、その他の分区、もしくはＲＩに支払っていただく

人頭分担金等は免除の対象になりませんのでご留意く
ださい。
休会会員の期間ですが、原則として半年、さらに一度
だけ延長が考えられ、合計で最大１年となっておりま
す。
いずれも書面によって理事会に提出していただいて、
理事会の判断によって「休会する・しない」を判断さ
せていただくことになっております。以上です。

議長　舟木　　博会長
　時間があまりございませんが、質疑応答に入りたい
と思います。ご質問がございましたら、皆さんご意見
お出しください。なければ、このまま審議に入りたい
と思います。

ございませんね。
ご提案いただきました「休会制度を導入するクラブ細
則改正案について」ご承認をいただけますか。いただ
ければ拍手でお願いいたします。
ありがとうございました。満場一致で承認をいただき
ましたので、細則 13条に従い、細則が改正されたこ
とをご報告申し上げます。

これで本日の年次総会議案は全て終了ということにな
りました。
皆さまのご協力によりまして、大変スムーズに進める
ことができました。感謝申し上げます。
以上、本日の議長を退任させていただきます。大変あ
りがとうございました。

本日のニコニコ献金
■天方　智順君　釧路市の優良施工業社として表彰を受けました。社長と違い、職員は優秀なんです。
■杉村　荘平君　次年度の理事者の件、宜しくお願い致します。
■浅川　正紳君　本日、北見市内に 2軒目の店舗がプレオープンします。このあと鹿に当たらない様、気を
　　　　　　　　付けて行ってきます。
　

今年度累計　　235,000 円　　


